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三次市議会のホームページもご覧ください。
HPアドレス（http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp）
　→市議会のページ
三次市議会のページ（携帯サイトではありません）へアクセスします。

� 辻八幡神社「神
こうぞのり

殿入」（吉舎町 10月12日）

みよし
市議会だより



　第４回臨時会を７月９日（火）に開催し、議案１件を原案のとおり可決し、第５回
臨時会を８月７日（水）に開催し、議案１件を原案のとおり可決しました。
　また、９月定例会を９月６日（金）から９月30日（月）まで開催し、決算認定を含
む議案32件及び意見書案４件を原案のとおり可決し、請願１件を不採択としました。

 

9
月
定
例
会

【
新
設
さ
れ
た
条
例
】

■
三
次
の
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例	

全
員
一
致

　

三
次
の
酒
に
よ
る
乾
杯
の
習
慣
を
広
め
る
こ
と
に
よ

り
、
酒
造
業
そ
の
他
関
連
産
業
の
発
展
及
び
郷
土
愛
の

醸
成
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

■
交
通
観
光
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例	

	
	

全
員
一
致

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
、
観
光
客
等
の
利
便
性
の

向
上
並
び
に
観
光
及
び
交
流
情
報
の
受
発
信
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
交
通
観
光
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

【
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
】

■
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
等	
全
員
一
致

　

広
島
法
務
局
に
よ
る
山
耕
地
番
重
複
の
解
消
作
業
に

伴
い
９
条
例
を
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
平
成
25
年
度
実
施
区
域
の
甲
奴

町
の
山
林
部
に
所
在
す
る
公
共
施
設
等
の
所
在
地
番
を

変
更
後
の
登
記
地
番
に
合
わ
せ
る
改
正
の
ほ
か
、
文
言

の
整
理
等
を
行
う
。

■
農
林
業
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例	

全
員
一
致

　

長
沢
地
区
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
を
普
通
財
産
に
変
更

す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
工
場
等
設
置
奨
励
条
例	

全
員
一
致

　

工
場
等
の
立
地
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
工
場
等
の

設
置
奨
励
措
置
と
し
て
設
備
等
取
得
奨
励
金
を
新
設
す

る
こ
と
等
に
伴
い
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
設
備
等
取
得
奨
励
金
の
新
設
、

土
地
取
得
奨
励
金
及
び
水
道
助
成
金
に
係
る
奨
励
事
業

者
の
指
定
基
準
の
拡
大
な
ど
。

■
税
条
例
等	

全
員
一
致

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
等
に
伴

い
19
条
例
を
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
税
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
税

条
例
に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
の
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
に
お
け
る
税
額
算
定
方
法
の
見
直
し
等
に
係
る
規

定
の
整
備
、
上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
等
金
融
所
得
に

係
る
課
税
の
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
な
ど
。

　

ま
た
、
税
外
収
入
金
の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に
関
す

る
条
例
ほ
か
16
条
例
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
の
延
滞
金

等
の
割
合
の
見
直
し
に
合
わ
せ
た
、
税
外
収
入
に
係
る

手
数
料
及
び
延
滞
金
の
割
合
の
改
正
の
ほ
か
、
文
言
の

整
理
な
ど
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

■
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
に

つ
い
て	

全
員
一
致

　

三
次
市
が
出
資
し
て
い
る
も
の
の
監
査
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基

づ
く
監
査
を
行
う
も
の
。

■
個
別
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

契
約
の
目
的　
　

�

株
式
会
社
広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
出
納
事
務
等
に
関
す
る
監
査
の

報
告

　

契
約
金
額　
　
　

３
５
０
万
円
を
上
限
と
す
る
額

　

契
約
の
相
手
方　

木
村　

構
臣

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

宇
賀
交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
甲
奴

町
振
興
協
議
会
連
合
会
を
指
定
す
る
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て	

	
	

全
員
一
致

　

平
成
22
年
９
月
に
策
定
し
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
、
市
道
下
川
立
子
ノ
木
線（
石
見
堂
橋
）整
備
事
業

ほ
か
市
道
18
路
線
に
係
る
橋
梁
の
整
備
事
業
を
追
加
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て	

	
	

全
員
一
致

　
　

三
上
勝
明（
十
日
市
南
）

　
　

三
好
博
雄（
三
良
坂
町
）

　
　

山
﨑
政
廣（
三
和
町
）

　
　

檜
高
基
滿（
布
野
町
）

　
　
　
（
任
期
は
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

【
意
見
書
】

■
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
の
決
断
と
行
動
を

求
め
る
意
見
書	

全
員
一
致

　

２
０
１
０
年
５
月
の
核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検

討
会
議
は
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
を

達
成
す
る
」こ
と
に
合
意
し
、「
す
べ
て
の
国
家
は
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
達
成
し
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
枠

組
み
を
築
く
特
別
な
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
」と
強

調
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
３
年
に
な
る
今
も
、「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」を
達
成
す
る
道
筋
は
な
お
見
え
て
い
な

い
。

　

こ
の
状
態
を
打
開
し
核
兵
器
を
な
く
す
た
め
に
は
、

国
際
社
会
が
一
致
し
て
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
す
る

以
外
に
方
法
は
な
い
。

　

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
か
っ
て
核
兵

器
の
な
い
世
界
へ
の
行
動
が
直
ち
に
開
始
さ
れ
る
よ

う
、当
面
す
る
第
２
回
準
備
委
員
会
を
は
じ
め
核
軍
縮
・

廃
絶
と
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
諸
機
関
で
、
政
府
が
目

標
を
分
か
ち
合
う
多
く
の
国
々
と
協
力
し
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
必
要
性
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
行
動
を
提

起
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書	

全
員
一
致

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
地
球
規
模
の
重
要
か
つ
喫
緊
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こんなことが決まりました
平成25年第４回臨時会、第５回臨時会、９月定例会

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
の
も
つ
地
球
温
暖
化
の

防
止
や
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の

保
持
な
ど「
森
林
の
公
益
的
機
能
」に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
は
、
平
成
25
年
度
以
降
に
お
い
て
も
、

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
同

等
以
上
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
の
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
措
置
」が
平
成

24
年
10
月
に
導
入
さ
れ
た
が
、
使
途
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

抑
制
対
策
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か
ら
国
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
の
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
な
強
化

を
図
る
こ
と
に
加
え
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最

も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を
推

進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、「
石
油
石
炭
税
の

税
率
の
特
例
」に
よ
る
税
収
の
一
定
割
合
を
森
林
面
積

に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
強
く
求
め
る
。

■
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書	

	
全
員
一
致

　

地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の
財
政
需
要

の
増
加
や
地
方
税
収
の
低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
を
安
定
的
に
行
う
た
め

に
は
、
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
増
額
に

よ
る
一
般
財
源
総
額
の
確
保
の
た
め
の
５
項
目
と
地
方

税
源
の
充
実
確
保
等
の
た
め
の
７
項
目
を
実
現
さ
れ
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

■
成
人
の
風
疹
予
防
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書	

	

全
員
一
致

　

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
今

年
１
月
か
ら
７
月
７
日
ま
で
の
風
疹
患
者
数
は
、
全
国

で
１
万
２
、４
６
９
人
に
達
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ

は
、
昨
年
１
年
間
の
５
倍
を
超
え
た
人
数
で
あ
る
。

　

ま
た
、
広
島
県
に
お
い
て
は
、
１
月
か
ら
８
月
11
日

ま
で
の
患
者
数
は
88
人
で
あ
り
、
昨
年
１
年
間
の
患
者

数
12
人
の
約
７
・
３
倍
に
達
し
て
い
る
。

　

今
年
の
患
者
の
８
割
は
男
性
で
、
妊
婦
の
夫
に
当
た

る
20
代
か
ら
40
代
が
大
半
で
あ
る
。

　

成
人
が
感
染
し
て
も
重
症
化
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
が
難
聴
や
心
疾
患

な
ど
の「
先
天
性
風
疹
症
候
群（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）」に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

感
染
症
対
策
は
、
本
来
国
が
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
は
、
女
性
が
安
心
し
て
子
供

を
産
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て

対
策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
そ
の
た
め
、
２
項
目
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

 

第
４
回
臨
時
会（
７
月
９
日
）

【
そ
の
他
の
議
案
】

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て	

賛
成
多
数

　

工
事
名　
　

三
次
市
新
庁
舎
建
設
工
事

　

工
事
場
所　

十
日
市
中
二
丁
目
地
内

　

請
負
金
額　

20
億
７
、３
７
５
万
円

　

請
負
者　
　

株
式
会
社
奥
村
組
広
島
支
店

 

第
５
回
臨
時
会（
８
月
７
日
）

【
そ
の
他
の
議
案
】

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

工
事
名　
　

�

三
次
市
立
三
良
坂
小
中
一
貫
教
育
校

（
仮
称
）小
学
校
棟
新
築
等
工
事

　

工
事
場
所　

三
良
坂
町
三
良
坂
２
７
７
２
番
地
地
内

　

請
負
金
額　

８
億
５
、１
５
５
万
円

　

請
負
者　
　

株
式
会
社
加
藤
組

第4回臨時会 審議結果 （全員一致以外のもの）� ○…賛成　×…反対

区　分 結
果
沖　

原

平　

岡

竹　

原

大　

森

助　

木
林
國　

岡

伊　

達

池　

田

久
保
井

岡　

田

小　

田

福　

岡

亀　

井

須　

山

保　

実

宍　

戸

吉　

岡

新　

家

杉　

原

齊　

木

澤　

井

山　

村

桑　

田

鈴　

木

小　

池

議案第63号
工事請負契約の締結について

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○

9月定例会 審議結果 （全員一致以外のもの）� ○…賛成　×…反対

区　分 結
果
沖　

原

平　

岡

竹　

原

大　

森

助　

木
林
國　

岡

伊　

達

池　

田

久
保
井

岡　

田

小　

田

福　

岡

亀　

井

須　

山

保　

実

宍　

戸

吉　

岡

新　

家

杉　

原

齊　

木

澤　

井

山　

村

桑　

田

鈴　

木

小　

池
議案第78号
平成24年度三次市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認
定
議
長○○○○○○○○○○○○○×○○○○

監
査
委
員
○○○○○○

請願第１号
消費税増税の当面中止を求める
意見書の提出について

不
採
択
議
長○○○××○×○××××退

席○○○×××××○○×○

3 みよし市議会だより 第39号



　一般会計予算の補正（第4号）
　　　　 14億5,699万5千円追加　　　　　　 402億9,317万2千円
主な補正内容

《歳　　　　出》	 ・基金積立	 8億5,445万円
	 ・道路橋梁維持工事等	 1億7,000万円
	 ・農業交流連携拠点施設整備事業	 1億6,080万円
	 ・道路新設改良工事	 1億3,000万円
	 ・土地区画整理事業	 7,000万円
	 ・災害復旧事業（農地災害）	 800万円
	 ・交通安全施設整備事業（通学路の安全・安心対策）	 550万円
	 ・教育振興学校備品整備事業	 430万円
	 ・LED防犯灯設置等補助金	 300万円
	 ・自治活動拠点施設経費	 246万7千円
《債務負担行為》	 ・宇賀交流拠点施設に係る指定管理料
《地 　方　 債》	 ・過疎地域自立促進事業の追加
	 	 ほか

　　特別会計・公営企業会計予算の補正
会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,581万円 66億8,981万5千円
診 療 所 特 別 会 計 362万5千円 1億5,417万8千円
介 護 保 険 特 別 会 計 6,481万2千円 71億2,901万7千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,560万1千円 8億611万6千円

病 院 事 業 会 計
資 本 的 収 入 500万円 5億8,982万6千円
資 本 的 支 出 556万5千円 10億2,145万4千円

　一般会計予算の補正（第5号）
　　　　 4億6,170万円追加　　　　　　 407億5,487万2千円

主な補正内容
《歳　　　　出》	 ・道路・河川復旧経費	 2億5,750万円
	 ・農地・農業施設・林業施設復旧等経費	 1億4,690万円
	 ・急傾斜地災害緊急対策事業経費	 3,350万円
	 ・水防経費	 380万円
	 ・過年度税収入払戻金及び還付加算金	 2,000万円

《地　 方 　債》	 ・急傾斜地災害緊急対策事業の追加
	 	 ほか

補正額 総　額

補正額 総　額

平成25年度

平成25年度

平成25年度
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予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告

　

議
案
第
78
号「
平
成
24
年
度
三
次
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」は
、
審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
を

も
っ
て
認
定
し
て
よ
い
も
の
と
決
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
75
号「
平
成
24
年
度
三
次
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」外
議
案
９
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

全
員
一
致
を
も
っ
て
認
定
し
て
よ
い
も
の
と
決
し
た
。

主
な
審
査
意
見

一
般
会
計

　

主
要
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
な
ど
に
お
い
て
、
今
後

は
、
成
果
や
結
果
を
次
年
度
以
降
の
事
業
へ
活
か
す
た
め
、
日
常

的
に
検
証
で
き
る
よ
う
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
更
な
る
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
・
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計

　

受
益
者
負
担
金
や
使
用
料
な
ど
の
未
納
の
発
生
原
因
が
、
受
益

者
な
ど
へ
の
説
明
不
足
に
よ
る
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
事
業
実
施
前
に
は
丁
寧
な
説
明
を
行
わ
れ
た
い
。

　
水
道
事
業
会
計

　

製
造
コ
ス
ト
の
削
減
と
有
収
率
を
上
げ
る
た
め
の
経
営
努
力
を

常
に
行
い
健
全
な
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
に
計

画
さ
れ
て
い
る
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
に
向
け
て

は
、
市
民
へ
十
分
な
情
報
提
供
を
し
て
理
解
を
得
ら
れ
た
い
。

注
有
収
率
…�

家
庭
な
ど
に
供
給
し
た
配
水
量
に
対
す
る
料
金
徴
収
の
対
象

と
な
っ
た
水
量
の
割
合
を
示
す
。
漏
水
が
多
い
な
ど
の
要
因

に
よ
り
率
が
低
く
な
る
。

注

�

一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
11
会
計
を
審
査

�

（
委
員
長
報
告
）

平
成
24
年
度
決
算
を
認
定

委
員
会
審
査

各会計の決算状況� （単位：円）
会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

一 般 会 計 40,135,738,102 38,844,327,505 1,291,410,597
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,043,834,264 6,357,890,614 685,943,650
診 療 所 特 別 会 計 178,019,920 167,615,659 10,404,261
介 護 保 険 特 別 会 計 6,881,632,591 6,821,916,543 59,716,048
後期高齢者医療特別会計 767,462,115 751,860,801 15,601,314
土 地 取 得 特 別 会 計 398,368 398,368 0
下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,217,175,463 2,217,175,463 0
農業集落排水事業特別会計 924,910,917 924,910,917 0
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 909,691,769 909,691,769 0

病院事業会計
収益的収支 8,238,368,998 7,960,443,782 277,925,216
資本的収支 1,335,679,673 1,473,173,355

水道事業会計
収益的収支 931,075,793 891,887,953 39,187,840
資本的収支 680,325,950 1,076,774,091

　

９
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
各
会
計
の
決
算
は
、

会
期
中
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に

審
査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
及
び
請
願
１
件
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　

議
案
第
70
号「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
等
に
関
す
る
条
例（
案
）」に
つ
い
て
、
税

制
改
正
の
内
容
が
市
民
に
は
分
か
り
難
い
。

納
税
通
知
時
な
ど
に
お
い
て
、
変
更
点
な
ど

が
よ
り
理
解
し
易
く
な
る
よ
う
な
方
法
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

　

議
案
第
74
号「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
」は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
未
着
手
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

地
域
審
議
会
へ
十
分
情
報
提
供
し
議
論
を
深

め
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
さ
れ
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
第
67
号「
三
次
市
ジ

ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」は
、
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
に
お
い
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　９月定例会では，10名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については，会議録を製
本の後，議会事務局，各支所，三次市立図書館及び分館に常設します。
　また，三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と本会
議の録画映像をご覧いただけます。
　なお，一問一答方式で一般質問を行っていますが，紙面の都合上まとめ
て記載しています。

市政を問う

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
　　　　　　　 市議会のページ 　 市議会議事録
　　　　　　　　　　　　　 　 　 三次市議会インターネット配信 

江の川カヌー公園さくぎ

平成25年９月定例会　一般質問

て
実
施
さ
れ
た
山
耕
地
重
複
地
番
の
解
消
作

業
に
伴
い
、
甲
奴
町
内
の
公
共
施
設
の
地
番

が
変
更
に
な
る
た
め
改
正
し
よ
う
と
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

今
後
、
順
次
、
各
地
域
で
同
様
な
手
続
き

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
公
共

施
設
の
地
番
は
も
と
よ
り
、
個
人
に
関
係
す

る
も
の
な
ど
、
そ
の
他
の
地
番
の
変
更
も
あ

わ
せ
て
、
市
民
に
混
乱
が
生
じ
ぬ
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
広
報
媒
体
を
通
じ
て
、
十
分
な
周
知

を
図
ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　

議
案
第
69
号「
三
次
市
工
場
等
設
置
奨
励

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）」に
つ

い
て
は
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
三
次
工
業

団
地
及
び
み
わ
工
業
団
地
の
土
地
を
民
間
か

ら
購
入
し
た
場
合
に
お
い
て
も
奨
励
金
の
交

付
が
可
能
と
な
る
が
、
土
地
の
販
売
価
格
や

過
去
の
奨
励
金
の
交
付
状
況
等
を
厳
正
に
審

査
し
、
適
正
な
交
付
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
三
次
工
業
団
地
第
３
期

へ
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
も
努
め
ら
れ
、

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
で
き
る
支
援
策
を
模

索
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
企
業
が
他
自
治

体
へ
転
出
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
図
ら
れ
た
い
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
７

件
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
可
決

し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　

議
案
第
86
号「
平
成
25
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）（
案
）」に
つ
い
て

は
、
農
業
交
流
連
携
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

関
し
て
、
予
算
の
基
本
と
な
る
事
業
計
画
の

内
容
に
乏
し
い
。
実
施
に
向
け
て
は
、
議
会

で
も
十
分
な
議
論
が
行
え
る
よ
う
、
早
期
に

情
報
提
供
し
説
明
さ
れ
た
い
。

　

議
案
第
91
号「
平
成
25
年
度
三
次
市
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
案
）」に
つ

い
て
は
、
ひ
ろ
し
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
し
て
、
診
療
情
報
を
共
有
す
る
病
院

や
薬
局
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
計
画
で
は
利
用
者
が
、
２
種
類
の
カ
ー

ド
を
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
り
、
混
乱
が
予

想
さ
れ
る
。
真
に
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム

と
な
る
よ
う
、
今
後
も
検
討
を
重
ね
ら
れ
た

い
。

　

議
案
第
92
号「
平
成
25
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）（
案
）」に
つ
い
て

は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
情
報
発
信
や
情

報
収
集
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想

定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
も
検
討
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
内
水

に
よ
り
、
農
地
な
ど
へ
の
被
害
が
度
々
発
生

し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ
な
ど

に
よ
る
排
水
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
迅
速
な
対
応

や
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
更
な
る
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。
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質問１

経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
を	

超
え
な
い
行
政
運
営
を

　

交
付
税
減
額
に
伴
い
、
経
常
経
費
だ
け
で

自
主
財
源
を
使
い
切
る
時
代
が
来
る
。

　

事
務
事
業
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
目
的
が
類

似
し
た
施
設
や
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
施
設

の
統
合
、
廃
止
、
移
譲
を
ど
ん
ど
ん
進
め
、

人
件
費
、
物
件
費
の
削
減
を
す
べ
き
で
は
。

答弁１

行
財
政
改
革
に	

取
り
組
ん
で
い
く

�

元
廣
総
務
部
長

　

行
財
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
公
共
施
設
の

最
適
化
を
重
点
項
目
に
位
置
付
け
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
や
利
用
状
況
、
維
持
管
理
費
等
を

把
握
し
、
一
定
の
理
解
を
得
た
う
え
で
、
役

割
を
終
え
た
施
設
の
廃
止
や
類
似
施
設
の
統

合
、
特
定
の
利
用
者

に
限
ら
れ
る
施
設
の

譲
渡
等
を
積
極
的
に

行
い
、
平
成
32
年
度

に
は
、
現
在
の
３
分

の
２
程
度
に
ま
で
減

ら
し
て
い
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

事
務
事
業
の
抜
本

的
見
直
し
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
廃
止
し

質問１

障
が
い
者
支
援
体
制
整
備
を

　
『
病
後
児
保
育
室
お
ひ
さ
ま
』の
受
入
れ
は

満
６
ヶ
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

　

障
が
い
児（
者
）は
年
齢
に
関
係
な
く
見
守

り
や
支
援
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
家
庭

で
支
援
が
で
き
な
い
時
の
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
と
知
的
・
精
神
障
が
い
の
相
談
会
の
充

実
を
図
る
考
え
は
。

答弁１

充
実
と
改
善
に
努
め
て
い
く

�

森
田
福
祉
保
健
部
長

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
在

宅
支
援
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
福
祉
事
業
所

や
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
検
討
部
会
を
持

ち
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
て

お
り
、
放
課
後
一
時
支
援
事
業
、
夏
休
み
中

の
学
校
プ
ー
ル
の
利
用
支
援
な
ど
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意
向
や
実
態

の
把
握
に
努
め
、
支
援
の
方
向
性
や
実
現
へ

向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、障
が
い
者
相
談
員
は
、近
年
、精
神

障
が
い
を
含
む
相
談
ケ
ー
ス
も
増
え
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、
相
談
員
の
負
担
が
過
重
と
な

て
も
良
い
も
の
や
民
間
委
託
等
が
可
能
な
事

務
事
業
の
精
査
を
各
部
署
で
常
に
行
う
と
と

も
に
、
行
革
推
進
特
別
対
策
本
部
に
お
い
て
、

各
部
署
へ
の
提
起
や
聴
き
取
り
調
査
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
新
た
に
行
っ
た
事
務

事
業
の
廃
止
・
民
間
委
託
等
の
実
績
は
34
件
、

効
果
額
で
２
、７
５
１
万
円
で
あ
る
。

　

ま
た
、
正
規
職
員
の
総
人
件
費
も
大
き
く

抑
制
し
て
い
る
。

質問２

下
水
道
事
業
の
拡
張
に
よ
る	

市
と
市
民
の
負
担
の
公
表
を

　

新
た
な
拡
張
に
は
40
億
円
以
上
の
費
用
が

か
か
り
、
実
施
す
れ
ば
三
次
市
財
政
に
と
っ

て
命
取
り
と
な
ら
な
い
か
。

　

こ
の
事
業
を
す
る
か
否
か
は
、
対
象
地
区

住
民
の
意
向
調
査
だ
け
で
な
く
、
将
来
必
要

と
な
る
建
設
・
維
持
管
理
・
更
新
費
用
や
市

民
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
使
用
料
等
を
公

表
し
、
議
論
し
た
上
で
決
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答弁２

試
算
を
行
う

�

坂
本
水
道
局
長

　

下
水
道
の
整
備
は
、
公
共
水
域
の
環
境
保

全
や
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

意
向
調
査
は
、
基
本
的
に
は
事
業
の
実
施

順
位
を
決
定
す
る
た
め
の
参
考
と
し
た
も
の

で
、
畠
敷
・
四
拾
貫
地
区
へ
の
整
備
は
や
り

と
げ
る
考
え
で
あ
る
。

　

現
状
に
お
け
る
試
算
は
、
今
年
度
中
に
は

示
し
た
い
。

ら
な
い
よ
う
、
行
政
、
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
相
談
員
で
協
議
の
場
を
設
け
な
が

ら
相
談
対
応
の
充
実
と
改
善
に
努
め
て
い
く
。

質問２

喫
煙
防
止
教
育
を

　

低
年
齢
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
未
成
年

者
の
喫
煙
に
つ
い
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

警
察
な
ど
幅
広
い
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

　

学
校
に
お
け
る
喫
煙
防
止
教
育
は
健
康
保

健
指
導
と
し
て
極
め
て
大
切
で
あ
り
、
規
範

意
識
を
高
め
る
指
導
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

市
の
方
針
を
問
う
。

答弁２

健
康
面
及
び
生
徒
指
導
面
か
ら	

指
導
を
行
っ
て
い
る

�

白
石
教
育
次
長

　

喫
煙
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
生
徒
指
導
上

の
諸
問
題
の
一
項
目
と
し
て
継
続
的
に
把
握

し
て
お
り
、
中
学
校
生
徒
に
つ
い
て
は
喫
煙

で
指
導
し
た
状
況
が
あ
る
。

　

各
学
校
で
は
、
主
に
、
保
健
の
授
業
で
の

指
導
の
ほ
か
、
長
期
休
業
前
に
は
非
行
防
止

教
室
を
実
施
し
、
警
察
等
と
協
力
し
な
が
ら

喫
煙
防
止
に
つ
い
て
健
康
面
及
び
生
徒
指
導

面
か
ら
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
護
者
と
の
連
携
の
中
で
、
規
範

意
識
を
高
め
る
取

組
も
進
め
て
お
り
、

こ
の
中
で
も
喫
煙

問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

杉原　利明
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質問１

携
帯
電
話
不
感
地
域
の	

解
消
策
は

　

携
帯
電
話
の
普
及
は
す
さ
ま
じ
く
、
約
８

割
の
方
が
所
有
さ
れ
、
生
活
に
も
密
着
し
て

い
る
。
し
か
し
、
不
感
地
域（
送
受
信
で
き

な
い
地
域
）に
あ
っ
て
は
、
便
利
さ
を
享
受

で
き
ず
、
１
日
も
早
い
解
消
を
願
っ
て
い
る
。

　

市
は
、
積
極
的
に
電
話
会
社
に
要
望
し
、

早
期
の
解
消
を
図
る
べ
き
で
は
。

答弁１

市
と
し
て
の
対
策
も
検
討
す
る

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
一
事
業
者
も
提
供

さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
「
携
帯
電
話
不
感
地

域
」
と
定
義
し
て
お
り
、
現
在
、
布
野
町
横

谷
及
び
君
田
町
櫃
田
の
各
一
部
、
50
世
帯
程

度
を
携
帯
電
話
が
全
く
つ
な
が
ら
な
い
不
感

地
域
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

�

増
田
市
長

　

携
帯
電
話
は
生
活
す
る
う
え
で
必
要
不
可

質問１

こ
れ
ま
で
の
三
次
市
財
政
と	

今
後
の
施
設
運
営
は

　

２
０
０
４
年
に
三
次
市
が
合
併
し
10
年
が

経
過
す
る
。
合
併
当
初
か
ら
の
財
政
の
遍
歴

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

三
次
市
監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
に
よ
る

と
、
財
政
は
健
全
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
一
方
、
合
併
当
初
の
市
政
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模

な
施
設
整
備
が
同
時
期
に
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
改
修
時

期
が
近
づ
き
、
現
在
の
市
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
施
設
運
営
の
あ
り
方
を

オ
ー
ル
三
次
に
か
ら
め
、
展
望
を
伺
う
。

答弁１

相
乗
的
な
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

�

福
永
財
務
部
長

　

合
併
当
初
の
財
政
状
況
は
、
起
債
残
高
に

つ
い
て
、
普
通
会
計
の
決
算
数
値
で
は
、
平

成
16
年
度
に
５
８
６
億
円
の
残
高
で
あ
っ
た

が
、
平
成
17
年
度
に
は
約
29
億
円
増
加
し
て

い
る
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

有
利
な
財
源
で
あ
っ
た
合
併
特
例
債
や
過
疎

債
を
活
用
し
、
様
々
な
事
業
を
行
わ
ざ
る
を

欠
で
、
不
感
地
域
の
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
電
波
状
況
等
の
実

態
調
査
を
行
い
、
携
帯
電
話
会
社
に
要
望
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
解
消
し
な
い
場
合
は
、
市
と
し

て
の
対
策
を
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

質問２

小
中
学
校
耐
震
化
事
業
と	

複
層
ガ
ラ
ス
化
の
考
え
は

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
１
日
の
大
半

を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
、
災
害
時
に
は

地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
も
な
る
施
設
で
あ

る
。

　

耐
震
工
事
は
今
年
度
で
完
了
す
る
が
、
使

用
ガ
ラ
ス
は
複
層
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
安
心
・
安
全
の
た
め
、
未
整
備
の
施
設

は
早
期
に
改
善
す
べ
き
で
は
。

答弁２

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
�

白
石
教
育
次
長

　

こ
れ
ま
で
耐
震
補
強
等
工
事
に
伴
い
、
複

層
ガ
ラ
ス
を
設
置
し
た
の
は
小
学
校
４
校
、

中
学
校
２
校
で
あ
り
、
そ
の
他
の
学
校
の
複

層
ガ
ラ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財
政
状

況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
く
。

　

ま
た
、
屋
内
運
動
場
の
つ
り
天
井
の
耐
震

補
強
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
㎡
以
上
の
７
施

設
は
完
了
し
て
お
り
、
５
０
０
㎡
未
満
の
施

設
に
つ
い
て
も
有
利
な
財
源
等
も
含
め
て
検

討
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

得
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
行
財
政
改
革
の
取
組
を
一
層
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�

増
田
市
長

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

限
り
早
期
に
更
新
計
画
の
結
論
を
出
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
施
設
等
の
更
新
費
用
の
負
担
は
、

市
及
び
株
式
会
社
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、
将
来
的
な
財
政
負
担
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
先
般
も
総
務
省
に
対

し
支
援
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
整
備
し
た
当
時
は
、
施

設
等
の
更
新
に
は
市
費
を
投
入
し
な
い
と
し

て
お
り
、
そ
の
経
過
を
含
め
整
理
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

具
体
的
な
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
市

場
性
の
調
査
を
し
な
が
ら
、
施
設
と
し
て
有

効
な
機
能
を
果
た
し
て
い
け
る
の
か
ど
う
か

を
念
頭
に
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
・
交
流
の
関
連
施
設
等
の
観

光
資
源
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
で
、

相
乗
的
な
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
オ
ー
ル

三
次
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
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平岡　　誠

清 友 会

市民クラブ

質問１

自
転
車
の
安
心
・
安
全
利
用	

条
例
の
制
定
を

　

全
国
で
昨
年
起
き
た
約
13
万
２
千
件
の
自

転
車
関
連
事
故
は
、
交
通
事
故
全
体
の
約
２

割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
歩
行
者
と
の

事
故
は
２
、６
２
５
件
で
、
本
市
に
お
い
て

も
年
々
増
え
て
い
る
。

　

小
中
学
校
で
の
自
転
車
交
通
安
全
教
育
の

実
施
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
安
全
を
目
的

と
し
、
意
識
の
啓
発
等
を
項
目
と
し
た
条
例

制
定
す
る
考
え
は
。

答弁１

調
査
研
究
を
し
て
い
く

�

白
石
教
育
次
長

　

自
転
車
の
交
通
安
全
教
育
は
、
全
小
中
学

校
で
毎
年
度
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
危
険
予
測
と
危
険
回
避
能

力
を
高
め
る
た
め
の
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
り
、
視
覚

教
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
体
験
的
に
学
ぶ
よ

う
工
夫
し
て
い
る
。

�

元
廣
総
務
部
長

　

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
自
転
車

の
安
全
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
各
団
体
等
の
取
組
状
況

質問１

教
師
の
超
勤
縮
減
は	

進
ん
で
い
る
の
か

　

い
じ
め
、
差
別
、
荒
れ
の
解
決
の
た
め
に

は
、
教
師
が
子
ど
も
と
触
れ
合
う
、
話
す
、

向
き
合
う
時
間
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
業
務
量
を
減
ら
し
、
学
校
現
場
の
教
職

員
の
超
勤
縮
減
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
改
善
計
画
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
仁
賀
小
学
校
へ
の
養
護
教
諭
の
配

置
の
考
え
は
。

答弁１

一
定
の
成
果
が
出
て
き
て
い
る

�

児
玉
教
育
長

　

教
職
員
の
健
康
管
理
は
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
22
時
以
降
は
在

校
し
な
い
取
組
や
、
業
務
改
善
を
進
め
る
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
勤
務
時
間
外
の

在
校
時
間
縮
減
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果

が
出
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

�

白
石
教
育
次
長

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
改
定
で
は
、
勤

務
時
間
外
の
在
校
時
間
の
縮
減
と
年
次
有
給

の
把
握
、
自
転
車
マ
ナ
ー
の
状
況
等
を
総
合

的
に
勘
案
す
る
中
で
、
交
通
安
全
協
会
、
高

齢
者
、
学
校
関

係
等
の
御
意
見

も
し
っ
か
り
伺

う
な
ど
、
段
階

を
踏
ん
で
調
査

研
究
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

質問２

来
年
度
に
向
け
て
の	

風
疹
対
策
は

　

厚
生
労
働
省
は
、
抗
体
検
査
の
補
助
を
来

年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
８
億
円
を
盛
り
込

ん
だ
が
、
感
染
症
対
策
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
す
る
べ
き
で
、
市
長
も
ワ
ク
チ

ン
の
任
意
接
種
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
国
へ

要
望
す
る
べ
き
で
は
。

答弁２

国
に
対
し
要
望
活
動
を	

進
め
て
い
く

�

増
田
市
長

　

本
市
に
お
い
て
は
１
億
１
、０
０
０
万
円

強
の
一
般
財
源
を
用
い
て
予
防
接
種
助
成
を

し
て
お
り
、
県
内
20
市
町
の
状
況
も
同
様
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

法
定
予
防
接
種
は
全
額
国
が
負
担
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
思
い
は
各
自
治
体
と
も
共
通

し
て
い
る
。

　

今
後
、
全
国
市
長
会
等
も
含
め
、
国
に
対

し
要
望
活
動
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

休
暇
の
取
得
促
進
を
掲
げ
、
学
校
衛
生
委
員

会
等
の
機
能
化
と
教
職
員
へ
の
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
仁
賀
小
学
校
養
護
教
諭
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
検

討
を
重
ね
た
が
、
配
置
は
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
た
。
対
策
と
し
て
三
良
坂
町
内
の
他
の

小
中
学
校
の
養
護
教
諭
が
支
援
を
し
て
い
る
。

質問２

支
所
機
能
は	

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か

　

平
成
32
年
に
は
合
併
加
算
が
無
く
な
り
、

地
方
交
付
税
が
約
30
億
円
減
額
に
な
る
。

　

行
財
政
改
革
の
名
の
も
と
、
人
件
費
や
維

持
管
理
経
費
の
削
減
に
よ
っ
て
、
支
所
機
能

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
支
所
の
役
割
は

重
要
と
考
え
る
が
。

答弁２

廃
止
は
考
え
て
い
な
い

�

増
田
市
長

　

支
所
の
廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。

　

よ
り
一
層
、

地
域
の
住
民
と

の
連
携
を
強
め

て
い
く
中
で
、

支
所
、
住
民
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
な
が

ら
、
組
織
づ
く

り
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

吉舎支所

9 みよし市議会だより 第39号



新家　良和

小田　伸次

と も え

と も え

質問１

ロ
ス
コ
ス
ト
削
減
の	

取
組
強
化
を

　

日
常
業
務
に
お
け
る
ロ
ス
コ
ス
ト（
損
失

金
額
）は
、
行
財
政
改
革
の
効
果
額
と
相
殺

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
市
民
に
影
響
を
与
え
る
ロ
ス
コ
ス

ト
は
行
政
不
信
を
招
く
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

全
て
の
業
務
に
お
け
る
ロ
ス
コ
ス
ト
を
分
析

し
、
そ
の
削
減
を
新
規
に
テ
ー
マ
ア
ッ
プ
し

た
ら
ど
う
か
。

答弁１

点
検
体
制
の
強
化
等
を	

行
っ
て
い
く

�

高
岡
副
市
長

　

事
務
上
の
ミ
ス
に
よ
り
不
要
な
経
費
を
支

出
し
た
こ
と
は
、
組
織
全
体
の
大
き
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
、
再
発
防
止
に

向
け
て
は
部
長
会
議
等
で
組
織
と
し
て
職
員

全
体
へ
周
知
徹
底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

再
発
防
止
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
の
法
令

遵
守
の
徹
底
と
事
務
改
善
の
観
点
か
ら
の
条

例
検
討
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
管
理
体
制
と
点

検
体
制
の
強
化
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と
事

務
引
継
や
点
検
体
制
の
標
準
化
を
行
っ
て
い

く
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
い
プ
ロ
意
識
と
コ

ス
ト
意
識
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
を
組
織
全

質問１
（
仮
称
）三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
管

理
運
営
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

　

平
成
26
年
度
完
成
予
定
の（
仮
称
）三
次
市

民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
正
式
名
称
を

決
定
し
、
ど
の
様
な
管
理
形
態
と
す
る
の
か
。

早
く
決
定
し
て
開
館
に
向
け
た
取
組
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

既
に
、
あ
る
有
名
企
業
が
挨
拶
に
来
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

答弁１

年
内
の
提
案
を
考
え
て
い
る

�

白
石
教
育
次
長

　

現
在
、
市
民
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営
計
画
の

策
定
と
設
置
管
理
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
お
り
、
年
内
に
は
正
式
な
名
称

も
含
め
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

開
館
記
念
事
業
と
し
て
は
、
開
館
後
１
年

間
を
か
け
て
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
催
し
を
実

施
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
あ
る
程
度

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
方
が
参

加
・
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
早
め
早
め

の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
管
理
形
態
に
つ
い
て
は
検
討
中
の

段
階
で
あ
り
、
具
体
的
な
企
業
と
の
折
衝
は

行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

体
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

質問２

三
次
市
の
優
遇
制
度
の	

抜
本
的
見
直
し
を

　

全
国
の
自
治
体
が
企
業
誘
致
で
競
争
し
て

い
る
。

　

三
次
は
高
速
道
路
の
結
節
点
と
し
て
立
地

条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
問
題
は
広
島
空

港
、
広
島
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
的
な
運
用
で
改
善
で

き
る
。
既
存
企
業
に
も
役
立
つ
優
遇
策
の
一

つ
と
し
て
、
取
り
ま
と
め
が
で
き
な
い
か
。

答弁２

本
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に	

努
力
す
る

�

増
田
市
長

　

空
港
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
は
、
重
要

な
問
題
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
広
島
県
と

も
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
形
で
実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
、

提
案
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
用
も
含
め
、

努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質問２

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
取
組
の
考
え
は

　

尾
道
松
江
線
全
線
開
通
を
見
越
し
て
、
地

理
的
有
利
を
活
用
し
た
交
流
人
口
の
増
加
を

望
む
の
で
あ
れ
ば
、
市
内
に
あ
る
施
設
等
の

情
報
を
集
約
し
、
様
々
な
会
議
、
大
会
、
学

会
な
ど
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
営
業
活
動
や

情
報
を
発
信
す
る
部
署
を
民
間
の
力
も
利
用

し
て
設
け
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答弁２

オ
ー
ル
三
次
の
取
組
の
中
で	

考
え
て
い
く

�

増
田
市
長

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
考
え
は
、

本
市
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
オ
ー
ル
三
次
の
取
組
の
中
で
、
市

と
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、
広
域
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
等
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

三次工業団地 第Ⅲ期

（仮称）三次市民ホール建設現場

102013（平成25）年11月10日発行



吉岡広小路

須山　敏夫

三次志士の会

日本共産党

質問１

企
業
誘
致
へ
新
た
な
支
援
策
を

　

こ
れ
ま
で
の
製
造
業
中
心
の
企
業
誘
致
か

ら
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
た
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
誘
致
等
へ
の
支
援
策
を
充
実
す
べ
き

で
あ
る
。

　

既
に
三
次
に
進
出
し
た
い
企
業
か
ら
の
打

診
も
あ
る
が
、
賃
貸
契
約
に
関
す
る
家
賃
補

助
な
ど
他
の
自
治
体
で
も
行
っ
て
い
る
新
た

な
支
援
の
考
え
は
。

答弁１

効
果
的
な
支
援
策
を
講
じ
る

�

津
森
副
市
長

　

本
市
の
制
度
で
は
、
直
接
自
社
ビ
ル
を
三

次
市
内
に
設
置
し
て
事
業
を
営
む
場
合
に
つ

い
て
は
従
来
の
企
業
立
地
関
連
の
支
援
策
が

適
用
さ
れ
る
が
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
立
地
業
態
と
し
て
は
オ
フ
ィ
ス
を
賃
借
す

る
と
い
う
こ
と
が
主
流
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
、
現
時
点
で
は
適
用

で
き
る
支
援
制
度
は
無
い
。

　

本
市
と
し
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
含

む
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
立
地
は
歓
迎
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
合

致
し
た
効
果
的
な
支
援
策
を
講
じ
る
た
め
、

迅
速
さ
と
と
も
に
、
支
援
策
の
的
確
性
や
企

質問１

公
契
約
条
例
制
定
の	

考
え
は
な
い
か

　

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
建
設

工
事
等
の
発
注
は
、
価
格
だ
け
で
な
く
、
適

正
な
労
働
条
件
や
事
業
者
の
経
営
の
安
定
な

ど
、
可
能
な
限
り
高
い
水
準
で
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

適
正
な
公
契
約
を
実
現
す
る
た
め
に
、
公

契
約
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答弁１

国
が
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る

�

増
田
市
長

　

労
働
者
の
労
働
条
件
を
保
護
す
る
と
い
う

公
契
約
条
例
の
考
え
方
は
認
め
て
い
る
が
、

基
本
的
に
は
国
が
法
律
、
法
令
に
基
づ
い
て

対
応
す
る
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、

柔
軟
に
考
え
て
い
く
。

質問２

学
校
給
食
の
安
全
に
つ
い
て
の

考
え
は

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
問
題
の
あ
る
外

国
産
食
材
が
学
校
給
食
に
使
わ
れ
る
危
険
が

あ
る
。
教
育
の
一
環
で
あ
る
学
校
給
食
の
安

全
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
。

業
と
の
信
頼
関
係
の
向
上
と
い
っ
た
こ
と
に

も
留
意
し
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質問２

議
員
定
数
削
減
を

　

６
月
県
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
の
カ
ッ
ト

が
議
決
さ
れ
た
。
今
後
交
付
税
の
削
減
が
見

込
ま
れ
る
本
市
に
お
い
て
、
行
財
政
改
革
の

徹
底
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

議
員
定
数
削
減
を
行
い
、
新
た
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
を
新
し
い
総
合
計
画
の
中
で

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
議
員
定
数
等
第
三

者
機
関
に
問
う
こ
と
も
大
切
と
思
う
が
。

答弁２

議
会
自
ら
の
問
題
で
あ
る

�

元
廣
総
務
部
長

　

議
員
定
数
等
の
削
減
は
、
ま
ず
は
議
会
自

ら
の
大
き
な
問
題
と
し
て
、
議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
等
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
議
会
の

中
で
適
切
な
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
報
酬
等
の
審
議
会
の
設
置
趣
旨
に

は
合
致
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
に
関
わ
り
、

偽
装
請
負（
派
遣
労
働
）の
問
題
が
大
き
な
焦

点
に
な
っ
て
い
る
。
布
野
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
民
間
委
託
は
偽
装
請
負
の
状
態
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

答弁２

地
産
地
消
で
取
り
組
む

�

児
玉
教
育
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ま
だ
交
渉
中
で
あ
り
、
参
加
に

よ
る
学
校
給
食
へ
の
具
体
的
な
影
響
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

給
食
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
で
き
る

限
り
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
食
材
を
求
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ひ
い
て
は

地
域
の
農
業
、
食
文
化
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�

白
石
教
育
次
長

　

布
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
調
理
業
務

に
つ
い
て
は
、
㈱
布
野
特
産
セ
ン
タ
ー
と
請

負
契
約
を
締
結
し
、

９
月
２
日
か
ら
業

務
開
始
を
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
広
島
の
労
働

局
に
相
談
・
確
認

の
う
え
委
託
を

行
っ
て
お
り
、
問

題
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

布野学校給食共同調理場

県内市議会の議員定数等（平成24年6月現在）

区　分 議　員
定　数

選挙人名簿
登録者数 備　考

広 島 市55 939,222歳費を5％カット（6月議会）
尾 道 市32 122,616（34人→32人）
呉　 市34 201,475（38人→34人）
福 山 市40 377,142（46人→40人）
三 原 市32（28） 82,774（32人→28人）
三 次 市26 47,076特別委員会で検討中
府 中 市22 36,155 H26選挙（これから議論）
庄 原 市25（20） 33,835（25人→20人）
大 竹 市16 23,992（18人→16人）
竹 原 市14 24,326（16人→14人）
東広島市32 142,419活性化特別委員会設置
廿日市市30 96,039議員削減の条例案を議員発議
安芸高田市 20（18） 26,395（20人→18人）
江田島市20 23,359改革特別委員会設置

11 みよし市議会だより 第39号



市
政
を
問
う

そ
の
他
の
質
問

杉
原 

議
員

市
立
三
次
中
央
病
院
の
建
替
え
時
期
や

そ
れ
が
一
般
会
計
に
与
え
る
影
響
は
。

医
療
環
境
・
財
政
面
を
考
慮
し
適
切
な

時
期
に
検
討
す
る
。
国
・
県
の
補
助
金

や
交
付
税
等
に
よ
っ
て
一
般
会
計
へ
の

影
響
は
少
な
い
と
考
え
る
。

耕
作
放
棄
地
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
ぬ
よ

う
農
地
登
録
窓
口
の
創
設
を
。

本
市
で
は
、
農
業
委
員
会
の
業
務
と
し

て
土
地
所
有
者
の
意
向
確
認
等
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
特
に
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

鈴
木 

議
員

補
助
金
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
等
の

検
査
方
法
は
。

和
牛
の
里
創
造
事
業
の
完
了
検
査
に
つ

い
て
は
、
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

問答問答問答

亀
井 

議
員

カ
ラ
ス
捕
獲
用
の
オ
リ
購
入
、
わ
な
猟

免
許
取
得
等
に
対
し
て
助
成
が
で
き
な

い
か
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収
事
務

は
、
高
齢
者
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

納
付
書
発
送
時
に
分
か
り
や
す
い
文
書

を
添
付
す
る
な
ど
改
善
し
て
い
く
。

保
実 

議
員

投
票
所
の
再
編
計
画
の
進
捗
が
遅
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

投
票
区
の
有
権
者
数
、
地
域
性
な
ど
見

直
し
基
準
を
定
め
る
中
で
、
再
編
時
期

も
含
め
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答

平
岡 

議
員

現
在
実
施
し
て
い
る
市
職
員
の
賃
金

カ
ッ
ト
は
、
予
定
ど
お
り
平
成
26
年
３

月
に
終
了
す
べ
き
で
あ
る
。

期
間
限
定
で
実
施
し
て
お
り
、
平
成
26

年
３
月
ま
で
で
終
了
す
る
。

市
立
三
次
中
央
病
院
に
肛
門
科
を
新
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

本
院
の
外
科
は
、
診
察
科
を
細
分
化
せ

ず
総
合
的
な
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
肛

門
疾
患
に
つ
い
て
も
遠
慮
な
く
来
院
い

た
だ
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
お
い
て
事
故

が
起
こ
っ
た
場
合
の
責
任
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

作
業
を
伴
う
部
分
は
消
防
団
の
業
務
で

あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
方
々
が
危
険

な
箇
所
へ
近
づ
か
な
い
業
務
内
容
と
な

る
よ
う
指
導
す
る
。

小
田 

議
員

旧
長
寿
村
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
建

物
を
取
り
崩
し
、
土
地
を
売
却
す
る
こ

と
が
最
善
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

有
利
な
財
源
の
活
用
も
含
め
、
解
体
も

視
野
に
早
い
時
期
に
判
断
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

吉
岡 

議
員

総
合
計
画
の
見
直
し
に
は
、
多
く
の
市

民
の
提
案
や
評
価
及
び
そ
の
情
報
公
開

が
大
事
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
不
十
分

で
あ
る
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
塾
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
か
ら
意
見
を
積
み
上
げ
、
審
議
会

で
議
論
を
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
情
報
公
開
し
て

い
る
。

新
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
を
伺
う
。

き
ず
な
で
結
ば
れ
、
活
力
と
誇
り
に
満

ち
た
三
次
、
市
民
の
幸
せ
の
実
現
を
め

ざ
し
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答問答
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　本委員会は、市役所庁舎・その他公共施設における
受動喫煙防止対策及び新庁舎で採用する円形対面式議
場での議会運営等について視察を行った。
　香川県さぬき市は平成の大合併において、平成14年
４月に全国に先駆けて５町が合併して誕生した。
　本庁舎は平成12年に旧志度町で建設された庁舎を利
用し、その他の旧庁舎に教育委員会や水道局を配置す
る分散型を採用されている。
　本庁舎、支所及び出張所10施設のうち、敷地内禁煙
は１施設、建物禁煙が４施設、残り５施設が分煙であ
り、現在、新たな健康増進計画の策定に併せて、安全
衛生委員会並びに職員共済会において、すべての施設
を建物内禁煙以上の対応とするための審議・検討が行
われている。また先方からも三次市の取組も参考にし
たいとの提案もあり、今後、お互いの
実施状況について、双方で情報共有す
ることとなった。
　岡山県井原市は平成17年３月に１市
２町で合併している。市役所庁舎は、
合併前の井原市において、平成15年７
月、市制施行50周年記念事業の一環で
建設されたものである。
　地上５階建、鉄骨鉄筋コンクリート
造（一部鉄骨造）で庁舎玄関を入ると４

階フロアまでが吹き抜けの市民サロンが設置されてお
り、ゆったり、そして近代的な市役所庁舎であった。
　５階に位置する議場での円形対面式は「議会と執行
部が市勢発展のため、同じ目線で意見を出し合って議
論を行う民主的な場であることをシンボル的に表現」
とされている。
　この円形型は車座になって議論するイメージであ
り、対立意識の解消が図れること、どの席からも議場
全体が見渡せるなど、実際に利用した感想から、「議
論しやすい空間」、「そして議場全体で一体感が生まれ
る」といった意見が多く、この円形対面式議場から新
たな議会運営を議員、事務局を含めた議会全体で取り
組んでいく気運の醸成が図られたとの実状が確認でき
た。
　この度の視察研修の事例を基に今後とも新庁舎建設
に併せて、議会の活性化、より開かれた議会運営のた
め取組を進める。� 　（委員長　國岡　富郎）

　本委員会は、議員定数のあり方などについて検討を
行うため、これまで議論を深めている２市について視
察を行った。
　議員定数は、平成23年の地方自治法改正により、そ
の上限数を人口に応じて定めていた規定が撤廃され、
現在では、人口以外の明確な基準がある訳ではない。
　中津市議会では、改正に当たり、行財政改革の視点
だけでなく、市政の現状と課題、将来の予測と展望を
考慮し、類似団体における議員定数や面積、委員会の
運営に必要な委員数などを検討の基本項目として、議
員定数調査研究プロジェクトを立ち上げ、検討が行わ
れてきた。地方分権時代における適正な議員定数は
（現28名）、26名が妥当との結論が出されている。　
　由布市議会では、議員定数や報酬が、全国的に進め
られる中、合併時や改正時に既に先行して定数削減を
行っており、市民の代表である議会が、市民の意見を
市政へ十分に反映させ、かつ議会が十分な議論を尽く

すことが可能となる人数とすることを基本として、議
会活性化調査特別委員会で議論を行ってきた。
　その結果、現定数（22名）が適正であるとの結論が出
されている。
　今回の両市で学んだ事項は、本特別委員会の中で、
十分な議論を行い、議会改革推進の取組に役立てた
い。� （委員長　保実　治）

 ●三次市新庁舎建設調査特別委員会行政視察研修報告

 ●議会改革推進特別委員会行政視察研修報告

　実施日　平成25年₇月25日（木）～26日（金）
　視察日　香川県さぬき市及び岡山県井原市

　実施日　平成25年₈月₈日（木）～₉日（金）
　視察日　大分県中津市及び由布市

井原市議会円形議場

中津市議会
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　本委員会は、「行政経営改革プランの取組」「事業仕
分けの取組」について先進地行政視察を行った。
　加古川市議会では、加古川市第５次行革緊急行動計
画に規定された取組として職員提案制度を見直すた
め、かこがわ３Ｃプロジェクトを行っている。チャン
ス（担当課への情報提供）・チェンジ（職場で実践した
業務改善事例報告）・チャレンジ（市のためになるアイ
デアの提供）を実施し、事業の立案を実現化に向けて
業務改善を促進している。
　津山市では、第９次津山市行財政改革大綱を基に３
つの改革の柱があり、財政基盤の強化の具体的方策と
して事業仕分けがある。市民参加による市民評価委員
会を設置し、既存の事業を現場・市民の視点で見直す
ことにより、各事業の無駄をなくし、行政全体の見直
しに結び付けている。仕分け結果は要改善・廃止・現
行どおり・民間が実施に分かれ、方針として廃止・改

善見直し・民間が実施となった。改善見直しが必要な
事業は、予算削減となり事業を縮小し効果的な方法を
検討しながら実施している。
　本委員会は、今回の視察事例を参考に、今後の審査
や政策提言を行っていきたい。
� （委員長　大森　俊和）

　本委員会は、今年３月に常任委員会となり、議会だ
よりの編集のほか、議会報告会の企画立案や新たな広
報広聴活動の企画立案が所管事項となった。そのた
め、新しい所管となった事項について２市の先進地視
察を行った。
　伊賀市議会の議会報告会については、各定例会終了
後、年間約40会場において実施されており、班編成を
固定化し、議員任期の間で全ての会場を回ることがで
きるよう配慮されている。また、議会出前講座という
取組として、テーマを定め市内の各種団体等との意見
交換にも取り組まれている。
　執行部へ対しての政策提言を実現させる仕組みの一
つとして、政策討論会を実施されている。市民や議員
から議題として提出された案件について、議員間で討
論を行い、最終的には条例提案に至ったケースもあ
る。
　次に訪れた鳥羽市議会では、主に情報通信技術を活
用した情報発信等について研修を行った。市議会ホー
ムページでの情報発信に加え、ツイッターやグーグル
プラスを活用し、より多くの人に見ていただく取組の
ほか、現在多くの利用者がいるスマートフォンのアプ
リケーションLINEを活用し、若い人に向けての情報
発信も行われている。また、本会議に加え、ほぼすべ
ての委員会や全員協議会等についてインターネットで

の生放送・録画放送が行われている。更には、アップ
ル社のタブレットコンピュータiPadを全議員が所有
し、議場等への持ち込みも許可されている。議案等の
ペーパーレス化はもちろん、一般質問ではiPadの画面
を議場内の大型テレビに映し出すことも可能であり、
質問の主旨が理解しやすいと市民に好評のようであっ
た。
　本委員会では、インターネットでの生放送実施を提
案し、９月から本会議の放送を開始したところである
が、今回の視察事例を参考に、更なる広報広聴の充実
に取り組んでいく。� （委員長　平岡　誠）

 ●行財政改革調査特別委員会行政視察研修報告

 ●広報広聴常任委員会行政視察研修報告

　実施日　平成25年10月₃日（木）～₄日（金）
　視察日　兵庫県加古川市及び岡山県津山市

　実施日　平成25年10月₉日（水）～10日（木）
　視察日　三重県伊賀市及び鳥羽市

加古川市議会

伊賀市議会
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議会報告会の開催について
　議会報告会は、地域の皆さんに直接、市議会議員が議会の活動等について報告し、
同時に、議会運営や議員活動に対するご意見・ご提言をお伺いするものです。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

■主な内容
　　第１部　議会報告
　　　　１　議会改革の取組状況について
　　　　２　常任委員会報告
　　　　３　質疑応答
　　第２部　意見交換

■開催日程
開　催　日 時　　　間 会　　　　場 担　当

平成25年11月19日（火） 19：00～21：00
君田生涯学習センター Ａ班
作木山村開発センター Ｂ班
神杉コミュニティセンター Ｃ班

平成25年11月20日（水）

13：30～15：30 プラザホール（ＣＣプラザ内） Ａ班

19：00～21：00
河内コミュニティセンター Ｂ班
酒屋コミュニティセンター Ｃ班
三良坂コミュニティセンター Ｄ班

平成25年11月21日（木） 19：00～21：00

和田コミュニティセンター Ａ班
みわ文化センター Ｂ班
八次コミュニティセンター Ｃ班
青河コミュニティセンター Ｄ班

平成25年11月22日（金） 19：00～21：00
布野生涯学習センター Ａ班
吉舎生涯学習センター Ｃ班
十日市コミュニティセンター Ｄ班

平成25年11月25日（月） 19：00～21：00 川西コミュニティセンター Ｂ班
粟屋コミュニティセンター Ｄ班

平成25年11月26日（火） 19：00～21：00

三次コミュニティセンター Ａ班
田幸コミュニティセンター Ｂ班
甲奴コミュニティセンター Ｃ班
川地コミュニティセンター Ｄ班

■班編成
総　　　務 教　育　民　生 産　業　建　設

Ａ班 ◎亀井　源吉　福岡　誠志 ○新家　良和　岡田美津子　池田　　徹　保実　　治
Ｂ班 　國岡　富郎　山村惠美子 ◎宍戸　　稔　齊木　　亨○久保井昭則　吉岡広小路
Ｃ班 　林　　千祐　桑田　典章 　竹原　孝剛　鈴木深由希◎小田　伸次○大森　俊和
Ｄ班 ○助木　達夫　平岡　　誠　須山　敏夫◎伊達　英昭　杉原　利明　澤井　信秀　小池　拓司

◎班長　○副班長

平成25年度
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８月　５日	 第５回臨時会告示、議会運営委員会
	 ７日	 第５回臨時会、議会全員協議会
　　　	８日～９日　議会改革推進特別委員会視察
	 12日	 �株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会、

会派代表者会議
	 22日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
	 23日	 会派代表者会議、産業建設常任委員会
	 26日	 産業建設常任委員会
	 27日	 ９月定例会告示、議会運営委員会
	 29日	 新庁舎建設調査特別委員会
９月　５日	 �議会運営委員会、株式会社三次ケーブルビジョン問題

調査特別委員会
	 ６日	 �議会運営委員会、９月定例会本会議、予算決算常任委

員会、議会全員協議会
	　　　９日～11日　本会議（一般質問）
	 11日	 広報広聴常任委員会
	 12日	 �総務常任委員会、教育民生常任委員会、産業建設常任

委員会
　　　	17日～20日　予算決算常任委員会
	　　　24日～25日　予算決算常任委員会
	 24日	 議会運営委員会
	 25日	 本会議
	 27日	 広報広聴常任委員会
	 30日	 議会運営委員会、本会議、議会運営委員会
10月　２日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
　　　	３日～４日　行財政改革調査特別委員会視察
	 　８日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
	　　　９日～10日　広報広聴常任委員会視察
	 11日	 議会改革推進特別委員会
	 15日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
	 17日	 会派代表者会議
	 18日	 議会改革推進特別委員会
	 21日	 広報広聴常任委員会
	 22日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
	 23日	 広島県市議会議長会北部ブロック議員研修会
	 25日	 広報広聴常任委員会
	　　　28日～30日　産業建設常任委員会行政視察
	　　　29日～31日　総務常任委員会行政視察

　

今
年
は
20
年
ぶ
り
の
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
や
60
年
ぶ
り
の

出
雲
大
社
の
大
遷
宮
、
56
年
ぶ
り
と
な
る
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
な
ど
、
日
本
人

に
と
っ
て
大
変
有
り
難
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
界
を
見
渡
す
と
中
東
を
は
じ
め
世
界
中
で
争
い

は
絶
え
ず
、
さ
ら
に
は
人
口
の
増
加
、
世
界
の
発
展
に
よ
り
食

糧
危
機
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
地
球
環
境
の
破
壊
な
ど
、
未
来

は
決
し
て
明
る
い
も
の
ば
か
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
西
洋
物
質

文
明
は
行
き
詰
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
の
衰
亡
、
中
国
の
台

頭
な
ど
、
今
、
時
代
は
大
き
な
転
換
期
で
す
。
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
明
治
以
来
続
く
西
洋
化
か
ら
一
旦
立
ち
止
ま
り
、

日
本
人
が
古
来
よ
り
受
け
継
ぎ
、
大
切
に
し
て
き
た
も
の
と
は

何
か
考
え
て
み
る
必
要
が
大
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

式
年
遷
宮
に
見
ら
れ
る
20
年
に
１
度
、
常
に
若
々
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
続
け
る
こ
と
で
永
遠
を
め
ざ
す「
常
若
の
精
神
」で
閉

塞
感
漂
う
時
代
を
打
ち
破
り
、
こ
の
国
を
未
来
永
劫
、
譲
り
渡

し
て
い
け
る
よ
う
に
。

　

季
節
は
読
書
の
秋
。
ま
ず
は「
古
事
記
」で
日
本
の
ル
ー
ツ
を

辿
っ
て
み
て
は
。

�

（
杉
原　

利
明
）

10月　17日　千葉県木更津市（水道事業民間委託について）
　　　22日　茨城県常総市（水道事業民間委託について）

行政視察受入状況

議会のうごき

あ 

と 

が 

き

次期定例会は
12月６日㈮に開会する予定です。

議会は布野支所２階へ
移転しました。

請願・陳情の提出は
12月４日㈬ 午後5時までに

議会を傍聴してみませんか
　議会の本会議は、どなたでも傍聴することがで
きます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口で傍
聴券を受け取って入場してください。
　なお、傍聴席（18席）が満席となった場合は、
入場を制限しますのでご了承ください。

議会中継をご覧ください
　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員
会の生放送と、当日の夜７時から本会議の再放送
をしています。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の
模様をインターネット配信しています。ぜひご覧くだ
さい。

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出
する制度で、議員の紹介のあるものを請願、ない
ものを陳情と言い、どなたでも提出することがで
きます。

お問い合わせは　議会事務局へ
TEL 0824-54-7879　FAX 0824-54-2922
Eメールアドレス
gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

　ナラガシワは本州の岩手・秋田県以南，四
国，九州に分布する落葉高木。雌雄同株で開
花期は４月頃。現在では天然林はほとんど見
られない。
　本樹は幹周約4m，樹高16m，樹齢およそ
300年の巨樹で極めて稀な存在である。
　大きく広がった枝葉に抱かれるように，根
元には小さな祠が祭られている。地域の人た
ちの守り神として時代の移り変わりを見つめ
てきたのだろう。
� 昭和35（1960）年８月25日指定

文化財
灰塚のナラガシワ（三良坂町灰塚）

広島県天然記念物

2013（平成25）年
８月１日～10月31日

注意


